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内容
• 宇宙開発商業化につながる宇宙政策
– 予⾒可能性を⾼める
– エコシステム構築
– ⽀援政策︓アンカーテナンシー。キャッシュフロー

とサプライチェーン。伴奏⽀援
– 産業構造のデザイン
– 政策⾦融によるファイナンスエコシステム
– 引き続き実施が必要な項⽬

• 海洋産業に関わる動き
– 分野横断
– 横串
– グローバルシステムチェンジ投資
– エコシステム構築における研究機関
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宇宙開発商業化につながる
宇宙政策
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予⾒可能性を⾼める

• 宇宙基本計画と⼯程表
– 関連省庁全て参加（これを⾒れば全てがわかる）
– 10年間の活動予定可視化
– 毎年更新
– 今後、アンカーテナンシーの可視化が望まれる
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出典︓内閣府 宇宙基本計画⼯程表



エコシステムの構築

• スタートアップが出⼝を担う（投資が進む）
• ⼀⽅で、そこに⼈や技術を供給する⼊⼝も継続
的に⽀援しないと、⼀過性に終わる
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⽀援政策
アンカーテナンシー。キャッシュフローとサプライチェーン。伴奏⽀援
• 技術成熟度にあわせた⽀援策
• アンカーテナンシーによるキャッシュフローの実現

– 内閣府がPOC費⽤をまとめて⽤意（スターダストプログラム）
• 技術開発⽀援によるサプライチェーン強靭化

– 「宇宙技術戦略」と「宇宙戦略基⾦」
– JAXAへの技術的知⾒の集積

• JAXAによる伴奏⽀援による新事業化の⽀援
– J-SPARCによる定常的な⽀援
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産業構造のデザイン
技術成熟度による産業構造の変化を先取りしてデザイン

– ⽇本の強みを活かした勝ち筋
– ⾃律性の確保のために必要なものを識別
– グローバルな中、どこを取っていくのか
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政策⾦融によるファイナンスエコシステム

• 第⼀世代の宇宙スタートアップ（アストロスケ
ール、ispace等）には、DBJやINCJなどの政策
⾦融がリードして参加。⺠間VC、CVCも参加し、
宇宙産業に関する知⾒を蓄積。

• 第⼆世代の宇宙スタートアップ（Synspective
等）には、第⼀世代に参加した⺠間VC等がリー
ドとなった。

• VCの育成とVCエコシステムの構築
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引き続き実施が必要な項⽬

• 予⾒可能性のさらなる向上
– アンカーテナンシーの可視化

• 出⼝（スタートアップ）だけでなく、⼊⼝（研
究）の⽀援

• 国際市場で勝ち残る意志と技術、事業モデルを
有する企業を重点的に育成・⽀援
– 海外市場の獲得がないと⺠間投資を⼤きく引っ張れ

ない
• ソフトウェア技術/データ獲得技術への投資
– デジタルツイン、データ共有基盤など
– データ獲得のためのインフラ
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海洋産業に関わる動き
分野横断
– 海洋x宇宙
• ⼈⼯衛星と海洋無⼈機の統合的活⽤

– 海洋x航空
• ⽔空⼀体型ドローン（PRODRONE社）

横串
– ⼤企業によるスタートアップ活⽤（ex.減税）
– システムインテグレーション能⼒の向上

グローバルなシステムチェンジ投資
– 海洋のシステムチェンジ投資がグローバルで加速
– ⽇本ではSIIF（⼀般財団法⼈社会変⾰推進財団）が推進 

研究能⼒の向上
– OIST 北野宏明教授による新研究機関構想
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Design the future!
www.sdm.keio.ac.jp

日吉駅前 協生館
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水空一体型ドローン
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